
捗
状
況
に
つい
て

・
主
要
地
方
道
盛
岡
和
賀
線
の
歩
道
整
備
の
状
況
に
つ

い
て

暗
渠
排
水
工
事
の
応
募
資
格
の
見
直
し
に
つ

い
て

【
農
林
水
産
部
　
農
村
計
画
課
】　
土
地
改
良

区
な
ど
が
発
注
す
る
暗
渠
排
水
工
事
に
お
い
て
、

県
営
・
市
町
村
営
と
同
等
の
規
模
の
工
事
実
績
が
出

て
い
る
と
こ
ろ
。企
画
競
争
への
応
募
資
格
要
件
に
つい

て
は
、こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、見
直
し
を
検
討

し
てい
る
と
こ
ろ
。

　
そ
の
他
、以
下
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
に
つ
い
て

・
平
成
29
・
30
年
度
、令
和
元
年
度
の
事
業
費
等
実
施

状
況
の
推
移
に
つい
て

・
ほ
場
整
備
要
望
の
状
況
に
つい
て

・
ほ
場
整
備
の
実
施
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マッ
プ
に
つい
て

・
基
盤
整
備
に
伴
う
暗
渠
排
水
事
業
の
実
施
状
況
に
つ

い
て

・
暗
渠
排
水
工
事
の
応
募
資
格
等
に
つい
て

・
暗
渠
排
水
工
事
の
応
募
資
格
の
見
直
し
に
つい
て

・
団
体
営
事
業
の
事
業
主
体
と
県
と
の
関
わ
り
に
つい
て

令
和
３
年
度
の
県
税
収
入
が
減
収
と
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
、
予
算
編
成
へ
の
影
響

も
懸
念
さ
れ
る
が
、
来
年
度
の
予
算
編
成
の
考
え

方
に
つ
い
て
知
事
に
伺
う
。

【
知
事
】

　
県
税
は
中
期
財
政
見
通
し
よ
り
も
更
に

減
収
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
厳
し
い
予
算
編
成
と
な

る
と
認
識
。歳
出
面
で
は
政
策
評
価
等
を
踏
ま
え

た
選
択
と
集
中
を
図
り
、限
ら
れ
た
財
源
の
重
点

的
か
つ
効
果
的
な
活
用
に
よ
り一層
努
め
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
進
め
る
と

と
も
に
、東
日
本
大
震
災
津
波
か
ら
の
復
興
や「
い

わ
て
県
民
計
画（
2
0
1
9
〜
2
0
2
8
）」に
基

づ
く
施
策
を
着
実
に
推
進
し
てい
く
。

令
和
２
年
度
及
び
令
和
３
年
度
の
県
税

収
入
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

【
総
務
部
長
】

　
令
和
２
年
度
の
県
税
収
入
額
は
、現
時

点
で
前
年
度
決
算
額
に
対
し
て
約
47
億
円（
3
．

6
％
）減
、今
年
度
当
初
予
算
額
に
対
し
て
約

6
1
億
円（
4
．7
％
）減
の
約
1
，2
5
4
億
円

と
見
込
ま
れ
る
。

　
令
和
３
年
度
の
県
税
収
入
額
に
つい
て
は
、現
時

点
で
今
年
度
当
初
予
算
額
に
対
し
て
約
1
0
8
億

円（
8
．2
％
）減
の
約
1
，2
0
7
億
円
と
見
込

ん
でい
る
。高

齢
者
施
設
等
で
発
生
す
る
ク
ラ
ス
タ
ー

の
封
じ
込
め
と
今
後
の
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策

に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

【
保
健
福
祉
部
長
】

　
県
で
は
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
に
備
え
、保
健

所
体
制
の
強
化
、施
設
内
感
染
時
に
職
員
等
の
不

足
に
対
応
す
る
応
援
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
と
こ
ろ
。

ま
た
、「
感
染
症
対
策
チェッ
ク
リ
ス
ト
」を
作
成
、具

体
的
な
対
策
に
つ
い
て
の
助
言
の
ほ
か
、高
齢
者
施

設
等
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催
し
感
染
防
止

対
策
を
支
援
。現
在
発
生
し
てい
る
ク
ラ
ス
タ
ーへの

対
応
に
つい
て
は
、国
で
定
義
す
る
濃
厚
接
触
者
に

限
ら
ず
、他
に
感
染
が
疑
わ
れ
る
人
の
調
査
も
実
施

す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、早
期
に
感
染
者
を
発
見
し

感
染
拡
大
を
防
止
す
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で

お
り
、現
時
点
で
は
感
染
拡
大
の
封
じ
込
め
に
向
け

て
対
応
で
き
てい
る
も
の
と
の
認
識
。

　
引
き
続
き
感
染
防
止
の
取
組
に
努
め
る
と
と
も

に
、大
規
模
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
時
に
お
い
て
は「
い
わ

て
医
療
福
祉
施
設
等
ク
ラ
ス
タ
ー
制
御
タ
ス
ク
フォ
ー

ス
」の
派
遣
を
行
う
な
ど
に
よ
り
、ク
ラ
ス
タ
ー
の
封

じ
込
め
及
び
感
染
拡
大
防
止
に
対
応
し
てい
く
。

岩
手
県
イ
コ
ー
ル
に
結
び
付
く
農
林
水
産

物
を
生
み
出
し
、
岩
手
県
の
農
林
水
産
物

の
イ
メ
ー
ジ
を
向
上
さ
せ
て
い
く
た
め
の
現
状
と

課
題
、
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

【
知
事
】

　
県
で
は
、岩
手
の
豊
か
さ
や
信
頼
を
象

徴
し
た「
黄
金
の
國
、い
わ
て
。」と
い
う
統一イ
メ
ー

ジ
の
下
、安
全
・
安
心
で
高
品
質
な
農
林
水
産
物

の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
た
。

　
三
陸
国
際
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
会
議
で
は
、国
内
外

の
著
名
な
シ
ェ
フ
等
か
ら
、本
県
の
農
林
水
産
物
、

ま
た
生
産
技
術
や
食
文
化
に
対
し
て
も
高
い
評
価

を
い
た
だ
い
た
。

　
こ
う
し
た
取
組
に
よ
り
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
が
図

ら
れ
て
き
た
と
考
え
て
い
る
が
、県
産
農
林
水
産
物

の
評
価
・
知
名
度
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
め
、産
地

間
競
争
に
打
ち
勝
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
情
報
発
信
力
の
高
い
シェ
フ
等
を
対
象
に
し
た
産

地
見
学
会
や
、首
都
圏
で
の
岩
手
フェ
ア
の
開
催
、

各
種
メ
ディ
ア
の
活
用
な
ど
、県
産
農
林
水
産
物
の

評
価
・
信
頼
の
更
な
る
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

米
価
の
下
落
は
農
家
へ
の
影
響
が
大
き

く
、
生
産
費
が
収
入
を
上
回
り
赤
字
に
な

れ
ば
農
家
の
生
活
は
成
り
立
た
な
い
が
、
米
価
の

下
落
へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

【
農
林
水
産
部
長
】

　
米
価
下
落
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
等
に
よ
る
全
国
的
な
米
の
需
給
緩
和

が
要
因
で
あ
る
こ
と
か
ら
、国
に
対
し
、主
食
用
米
の

市
場
か
ら
の一部
隔
離
な
ど
を
要
望
。

　
生
産
者
の
経
営
安
定
に
向
け
て
は
、「
金
色
の
風
」

「
銀
河
の
し
ず
く
」の
新
米
発
表
会
の
開
催
、県
産
米
を

消
費
者
に
直
接
ア
ピ
ー
ル
す
る
Ｃ
Ｍ
の
放
映
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
し
た
発
信
な
ど
に
取
り
組
ん
でい
る
。

　
さ
ら
に
、コ
ス
ト
の
低
減
等
や
食
味
向
上
に
向
け
た
取

組
の
推
進
・
拡
大
と
と
も
に
、経
営
安
定
化
に
向
け
収

入
保
険への
加
入
促
進
な
ど
、引
き
続
き
、生
産
者
が
安

心
し
て
米
づ
く
り
を
行
え
る
よ
う
取
り
組
ん
でい
く
。

県
は
、
令
和
３
年
産
の
主
食
用
米
の
作
付
面

積
の
減
少
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を

も
っ
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

【
農
林
水
産
部
長
】

　
岩
手
県
農
業
再
生
協
議
会
で
は
、令
和
３

年
産
の
主
食
用
米
の
生
産
目
安
が
前
年
の
作
付
実
績

に
比
べ
約
1
，2
0
0
㌶
減
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、令
和

３
年
産
の
主
食
用
米
の
作
付
面
積
な
ど
の
市
町
村
別
の

生
産
目
安
を
例
年
よ
り
約
１
か
月
前
倒
し
し
て
示
し
た
。

県
で
は
生
産
目
安
の
減
少
に
対
応
す
る
た
め
、今
後
も

需
要
が
見
込
ま
れ
る
飼
料
用
米
の
作
付
拡
大
が
進
む

よ
う
、産
地
交
付
金
を
活
用
し
、飼
料
用
米
の
新
規
作

付
に
対
し
主
食
用
米
と
の
収
入
の
差
を
補
う
新
た
な

支
援
策
を
検
討
し
てい
る
。

　
こ
う
し
た
支
援
策
の
検
討
状
況
を
地
域
農
業
再
生

協
議
会
へ
情
報
提
供
す
る
と
と
も
に
、飼
料
用
米
・
大

豆
等
に
加
え
、よ
り
収
益
性
の
高
い
野
菜
の
作
付
を
促

す
な
ど
、水
田
フ
ル
活
用
に
よ
る
農
業
者
の
所
得
向
上

に
取
り
組
ん
で
行
く
。

県
の
ス
マ
ー
ト
農
業
の
取
組
状
況
と
農
業
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
伺
う
。

【
農
林
水
産
部
長
】

　
スマ
ー
ト
農
業
技
術
は
、農
作
業
の
超
省
力

化
、飛
躍
的
な
生
産
性
向
上
が
期
待
で
き
る
ほ
か
、国

が
構
築
を
進
め
て
い
る
農
業
デ
ー
タ
連
携
基
盤「
ワ
グ

リ
」は
、気
象
や
土
壌
、

農
地
等
の
様
々
な
デ
ー

タ
の
フ
ル
活
用
に
よ
る

高
品
質
な
農
作
物（
ぶ

つ
）の
安
定
生
産
な
ど

に
大
き
く
寄
与
す
る
も

の
で
、こ
う
し
た
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
農
業
分
野
で

の
活
用
は
非
常
に
重
要
。

８つの目標

子
供
た
ち
に
夢
と
希
望
を

お
年
寄
り
に
安
心
と
生
き
が
い
を

子
供
た
ち
に
夢
と
希
望
を

お
年
寄
り
に
安
心
と
生
き
が
い
を

川村
しんこう
いつも皆さまには、あたたかいご支援をいただき誠にありがとうございます。
新型コロナウイルス感染症で、岩手県内、日本国内、世界中で
大変な状況となっておりますが、共にこの難局を乗り越えてまいりましょう。

��Vol.

県政
レポート

岩手県議会議員 SHINKO KAWAMURA
Prefectural government report

● 岩手県 新型コロナウイルス
　 感染症関連情報
https://www.pref.iwate.jp/kurashikankyou/iryou/covid19/index.html

● 厚生労働省 新型コロナウイルス 
　 感染症関連情報
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000164708_00001.html

あけましておめでとうございます。

新型コロナウイルス感染防止の為
予防対策を徹底しましょう。
・マスクの着用、咳エチケット
・密閉・密集・密接を避け、換気の徹底
・こまめな手洗い、手指の消毒

12
月
定
例
会
・
一
般
質
問
　

A Q

AA QQ

A QA Q

　
県
で
は
こ
れ
ま
で
、ト
ラ
ク
タ
等
の
自
動
操
舵
や
、

施
設
野
菜
の
高
度
環
境
制
御
技
術
、ド
ロ
ー
ン
で
の
病

害
虫
防
除
等
、スマ
ー
ト
農
業
技
術
の
普
及
を
進
め
て

お
り
、本
年
度
は
県
北
地
域
で
の
普
及
を
目
指
し
、中

山
間
地
や
傾
斜
地
で
も
活
用
で
き
る
よ
う
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
を

高
精
度
で
利
用
で
き
る
基
地
局
を
設
置
し
ト
ラ
ク
タ
の

自
動
操
舵
の
実
証
な
ど
の
取
組
を
進
め
てい
る
。

　
ま
た
、前
出
の「
ワ
グ
リ
」の
デ
ー
タベー
ス
を
充
実
・

強
化
し
有
効
活
用
す
る
た
め
、土
壌
デ
ー
タ
や
スマー
ト

農
業
技
術
の
実
証
デ
ー
タ
等
の
提
供
を
進
め
て
お
り
、

今
後
と
も
国
と
連
携
し
な
が
ら
、スマ
ー
ト
農
業
技
術

や
、様
々
な
農
業
デ
ー
タ
を
共
有
・
活
用
し
た
生
産
性

の
高
い
魅
力
あ
る
農
業
の
実
現
に
向
け
、積
極
的
に
取

り
組
ん
でい
く
。

い
わ
て
花
巻
空
港
の
羽
田
線
就
航
の
実
現
に

向
け
て
、
県
は
本
当
に
力
を
注
い
で
い
る
の

か
現
状
と
取
組
状
況
を
伺
う

【
知
事
】

　
羽
田
線
は
、国
内
外
と
の
ア
ク
セ
ス
の
向
上

や
イ
ンバ
ウ
ン
ド
の
誘
客
拡
大
、Ｉ
Ｌ
Ｃ
実
現
を
見
据
え

た
う
え
で
も
重
要
な
路
線
で
あ
る
と
認
識
。

　
航
空
会
社
に
対
し
て
は
毎
年
、羽
田
線
の
開
設
を
要

望
し
て
き
て
お
り
、昨
年
度
に
は
羽
田
発
着
に
つい
て
具

体
的
に
検
討
を
行
っ
た
が
、新
幹
線
と
の
競
合
に
よ
る

航
空
需
要
の
見
通
し
や
羽
田
空
港
の
発
着
枠
の
確
保

な
ど
が
改
め
て
課
題
と
さ
れ
た
。早
期
の
就
航
の
見
通

し
は
厳
し
い
状
況
だ
が
、定
期
的
な
意
見
交
換
や
、人

事
交
流
な
ど
で
関
係
強
化
も
進
め
な
が
ら
、引
き
続
き

航
空
会
社への
要
望
を
行
ってい
く
。

　
現
在
、新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

航
空
需
要
が
大
き
く
落
ち
込
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、県

と
し
て
は
、ま
ず
は
既
存
路
線
の
需
要
回
復
に
向
け
利

用
促
進
の
取
組
を
進
め
てい
る
。

　
そ
の
他
、以
下
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
と
対
策
に
つ

い
て

・
県
内
中
小
企
業
の
経
営
状
況
と
そ
の
対
応
に
つい
て

・
農
林
水
産
業への
影
響
と
対
応
に
つい
て

農
業
振
興
に
つ
い
て

・
水
田
基
盤
整
備
の
今
後
に
つい
て

・
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
に
つい
て

道
路
整
備
に
つ
い
て

・
主
要
地
方
道
花
巻
大
曲
線
小
倉
山
の
２
工
区
の
進

REPORT

01
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
と
対
応
に
つ
い
て

REPORT

02
岩
手
の
農
林
水
産
物
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

REPORT

03
農
業
振
興
に
つ
い
て

5．東日本大震災からの復興
6．地域を支える中小企業対策
7．商工業の振興
8．若者の雇用創出・安心して
　 働ける環境の整備

1．基幹産業である農林水産業の振興
2．観光立県いわての実現
3．学校教育の充実と人づくり
4．明るく豊かな長寿社会の実現
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捗
状
況
に
つい
て

・
主
要
地
方
道
盛
岡
和
賀
線
の
歩
道
整
備
の
状
況
に
つ

い
て

暗
渠
排
水
工
事
の
応
募
資
格
の
見
直
し
に
つ

い
て

【
農
林
水
産
部
　
農
村
計
画
課
】　
土
地
改
良

区
な
ど
が
発
注
す
る
暗
渠
排
水
工
事
に
お
い
て
、

県
営
・
市
町
村
営
と
同
等
の
規
模
の
工
事
実
績
が
出

て
い
る
と
こ
ろ
。企
画
競
争
への
応
募
資
格
要
件
に
つい

て
は
、こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、見
直
し
を
検
討

し
てい
る
と
こ
ろ
。

　
そ
の
他
、以
下
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
に
つ
い
て

・
平
成
29
・
30
年
度
、令
和
元
年
度
の
事
業
費
等
実
施

状
況
の
推
移
に
つい
て

・
ほ
場
整
備
要
望
の
状
況
に
つい
て

・
ほ
場
整
備
の
実
施
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マッ
プ
に
つい
て

・
基
盤
整
備
に
伴
う
暗
渠
排
水
事
業
の
実
施
状
況
に
つ

い
て

・
暗
渠
排
水
工
事
の
応
募
資
格
等
に
つい
て

・
暗
渠
排
水
工
事
の
応
募
資
格
の
見
直
し
に
つい
て

・
団
体
営
事
業
の
事
業
主
体
と
県
と
の
関
わ
り
に
つい
て

令
和
３
年
度
の
県
税
収
入
が
減
収
と
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
、
予
算
編
成
へ
の
影
響

も
懸
念
さ
れ
る
が
、
来
年
度
の
予
算
編
成
の
考
え

方
に
つ
い
て
知
事
に
伺
う
。

【
知
事
】

　
県
税
は
中
期
財
政
見
通
し
よ
り
も
更
に

減
収
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
厳
し
い
予
算
編
成
と
な

る
と
認
識
。歳
出
面
で
は
政
策
評
価
等
を
踏
ま
え

た
選
択
と
集
中
を
図
り
、限
ら
れ
た
財
源
の
重
点

的
か
つ
効
果
的
な
活
用
に
よ
り一層
努
め
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
進
め
る
と

と
も
に
、東
日
本
大
震
災
津
波
か
ら
の
復
興
や「
い

わ
て
県
民
計
画（
2
0
1
9
〜
2
0
2
8
）」に
基

づ
く
施
策
を
着
実
に
推
進
し
てい
く
。

令
和
２
年
度
及
び
令
和
３
年
度
の
県
税

収
入
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

【
総
務
部
長
】

　
令
和
２
年
度
の
県
税
収
入
額
は
、現
時

点
で
前
年
度
決
算
額
に
対
し
て
約
47
億
円（
3
．

6
％
）減
、今
年
度
当
初
予
算
額
に
対
し
て
約

6
1
億
円（
4
．7
％
）減
の
約
1
，2
5
4
億
円

と
見
込
ま
れ
る
。

　
令
和
３
年
度
の
県
税
収
入
額
に
つい
て
は
、現
時

点
で
今
年
度
当
初
予
算
額
に
対
し
て
約
1
0
8
億

円（
8
．2
％
）減
の
約
1
，2
0
7
億
円
と
見
込

ん
でい
る
。高

齢
者
施
設
等
で
発
生
す
る
ク
ラ
ス
タ
ー

の
封
じ
込
め
と
今
後
の
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策

に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

【
保
健
福
祉
部
長
】

　
県
で
は
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
に
備
え
、保
健

所
体
制
の
強
化
、施
設
内
感
染
時
に
職
員
等
の
不

足
に
対
応
す
る
応
援
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
と
こ
ろ
。

ま
た
、「
感
染
症
対
策
チェッ
ク
リ
ス
ト
」を
作
成
、具

体
的
な
対
策
に
つ
い
て
の
助
言
の
ほ
か
、高
齢
者
施

設
等
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催
し
感
染
防
止

対
策
を
支
援
。現
在
発
生
し
てい
る
ク
ラ
ス
タ
ーへの

対
応
に
つい
て
は
、国
で
定
義
す
る
濃
厚
接
触
者
に

限
ら
ず
、他
に
感
染
が
疑
わ
れ
る
人
の
調
査
も
実
施

す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、早
期
に
感
染
者
を
発
見
し

感
染
拡
大
を
防
止
す
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で

お
り
、現
時
点
で
は
感
染
拡
大
の
封
じ
込
め
に
向
け

て
対
応
で
き
てい
る
も
の
と
の
認
識
。

　
引
き
続
き
感
染
防
止
の
取
組
に
努
め
る
と
と
も

に
、大
規
模
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
時
に
お
い
て
は「
い
わ

て
医
療
福
祉
施
設
等
ク
ラ
ス
タ
ー
制
御
タ
ス
ク
フォ
ー

ス
」の
派
遣
を
行
う
な
ど
に
よ
り
、ク
ラ
ス
タ
ー
の
封

じ
込
め
及
び
感
染
拡
大
防
止
に
対
応
し
てい
く
。

岩
手
県
イ
コ
ー
ル
に
結
び
付
く
農
林
水
産

物
を
生
み
出
し
、
岩
手
県
の
農
林
水
産
物

の
イ
メ
ー
ジ
を
向
上
さ
せ
て
い
く
た
め
の
現
状
と

課
題
、
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

【
知
事
】

　
県
で
は
、岩
手
の
豊
か
さ
や
信
頼
を
象

徴
し
た「
黄
金
の
國
、い
わ
て
。」と
い
う
統一イ
メ
ー

ジ
の
下
、安
全
・
安
心
で
高
品
質
な
農
林
水
産
物

の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
た
。

　
三
陸
国
際
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
会
議
で
は
、国
内
外

の
著
名
な
シ
ェ
フ
等
か
ら
、本
県
の
農
林
水
産
物
、

ま
た
生
産
技
術
や
食
文
化
に
対
し
て
も
高
い
評
価

を
い
た
だ
い
た
。

　
こ
う
し
た
取
組
に
よ
り
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
が
図

ら
れ
て
き
た
と
考
え
て
い
る
が
、県
産
農
林
水
産
物

の
評
価
・
知
名
度
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
め
、産
地

間
競
争
に
打
ち
勝
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
情
報
発
信
力
の
高
い
シェ
フ
等
を
対
象
に
し
た
産

地
見
学
会
や
、首
都
圏
で
の
岩
手
フェ
ア
の
開
催
、

各
種
メ
ディ
ア
の
活
用
な
ど
、県
産
農
林
水
産
物
の

評
価
・
信
頼
の
更
な
る
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

米
価
の
下
落
は
農
家
へ
の
影
響
が
大
き

く
、
生
産
費
が
収
入
を
上
回
り
赤
字
に
な

れ
ば
農
家
の
生
活
は
成
り
立
た
な
い
が
、
米
価
の

下
落
へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

【
農
林
水
産
部
長
】

　
米
価
下
落
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
等
に
よ
る
全
国
的
な
米
の
需
給
緩
和

が
要
因
で
あ
る
こ
と
か
ら
、国
に
対
し
、主
食
用
米
の

市
場
か
ら
の一部
隔
離
な
ど
を
要
望
。

　
生
産
者
の
経
営
安
定
に
向
け
て
は
、「
金
色
の
風
」

「
銀
河
の
し
ず
く
」の
新
米
発
表
会
の
開
催
、県
産
米
を

消
費
者
に
直
接
ア
ピ
ー
ル
す
る
Ｃ
Ｍ
の
放
映
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
し
た
発
信
な
ど
に
取
り
組
ん
でい
る
。

　
さ
ら
に
、コ
ス
ト
の
低
減
等
や
食
味
向
上
に
向
け
た
取

組
の
推
進
・
拡
大
と
と
も
に
、経
営
安
定
化
に
向
け
収

入
保
険への
加
入
促
進
な
ど
、引
き
続
き
、生
産
者
が
安

心
し
て
米
づ
く
り
を
行
え
る
よ
う
取
り
組
ん
でい
く
。

県
は
、
令
和
３
年
産
の
主
食
用
米
の
作
付
面

積
の
減
少
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を

も
っ
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

【
農
林
水
産
部
長
】

　
岩
手
県
農
業
再
生
協
議
会
で
は
、令
和
３

年
産
の
主
食
用
米
の
生
産
目
安
が
前
年
の
作
付
実
績

に
比
べ
約
1
，2
0
0
㌶
減
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、令
和

３
年
産
の
主
食
用
米
の
作
付
面
積
な
ど
の
市
町
村
別
の

生
産
目
安
を
例
年
よ
り
約
１
か
月
前
倒
し
し
て
示
し
た
。

県
で
は
生
産
目
安
の
減
少
に
対
応
す
る
た
め
、今
後
も

需
要
が
見
込
ま
れ
る
飼
料
用
米
の
作
付
拡
大
が
進
む

よ
う
、産
地
交
付
金
を
活
用
し
、飼
料
用
米
の
新
規
作

付
に
対
し
主
食
用
米
と
の
収
入
の
差
を
補
う
新
た
な

支
援
策
を
検
討
し
てい
る
。

　
こ
う
し
た
支
援
策
の
検
討
状
況
を
地
域
農
業
再
生

協
議
会
へ
情
報
提
供
す
る
と
と
も
に
、飼
料
用
米
・
大

豆
等
に
加
え
、よ
り
収
益
性
の
高
い
野
菜
の
作
付
を
促

す
な
ど
、水
田
フ
ル
活
用
に
よ
る
農
業
者
の
所
得
向
上

に
取
り
組
ん
で
行
く
。

県
の
ス
マ
ー
ト
農
業
の
取
組
状
況
と
農
業
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
伺
う
。

【
農
林
水
産
部
長
】

　
スマ
ー
ト
農
業
技
術
は
、農
作
業
の
超
省
力

化
、飛
躍
的
な
生
産
性
向
上
が
期
待
で
き
る
ほ
か
、国

が
構
築
を
進
め
て
い
る
農
業
デ
ー
タ
連
携
基
盤「
ワ
グ

リ
」は
、気
象
や
土
壌
、

農
地
等
の
様
々
な
デ
ー

タ
の
フ
ル
活
用
に
よ
る

高
品
質
な
農
作
物（
ぶ

つ
）の
安
定
生
産
な
ど

に
大
き
く
寄
与
す
る
も

の
で
、こ
う
し
た
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
農
業
分
野
で

の
活
用
は
非
常
に
重
要
。

川 村 し ん こ う 県 政 レ ポ ー ト 令和3年1月発行

川村しんこう事務所

◀川村しんこうホームページ

http://shinko-kawamura.iwate.jp https://www.facebook.com/KawamuraShinko/

◀川村しんこうFacebook

皆さんの
ご意見お聞かせ
ください

〒025-0079  岩手県花巻市末広町6－16　
TEL.0198－29－5061  FAX.0198－29－5062
E-mail:shinkoujimusyo@gmail.com 

９
月
定
例
会
・
決
算
特
別
委
員
会

●「いわて政治塾」開塾式
●災害対策連絡本部会議
●環境問題・地球温暖化
　対策調査特別委員会
●復興特別委員会
●道の駅はなまき西南　開所式
●髙橋清孝氏生誕100年記念祝賀会
●自民党市町村支部との意見交換会
●胡四王神楽鑑賞会
●高校再編後期計画に関する
　意見交換会
●農村整備議員クラブ　研修
●花巻商工会議所
　魅力ある道づくり懇話会

●臨時会（9/8）
●９月定例会（9/29～10/27）
●商工建設委員会
●環境問題・地球温暖化
　対策調査特別委員会
●県政調査会
●豊沢川土地改良区創立70周年式典
●いわて政治塾（第２回）
●安野稲荷神社例大祭
●商工建設委員会県外調査
　（福島・山形）
●市町村要望調査（9/23～25）
●私学団体関係予算要望

●いわて政治塾（第３回）
●決算特別委員会
●矢沢中学校吹奏楽部定期演奏会
●岩手県戦没者追悼式
●いわての地域づくり・道づくりを
　考える大会
●笹間地区統一要望
●未来デザイン地方創生
　はなまき政策アイデアコンテスト
●農業農村整備推進議員クラブ
　研修会
●菅総裁とリモート対話

●花巻市勢功労者表彰式
●復興特別委員会現地調査（田野畑村）

●いわて政治塾（第4回）現地研修
●佐々木英樹氏　受賞を祝う会
●中央要望陳情
　・文科省　・厚労省　・総務省
　・農水省　・国交省　・復興庁
　・総理官邸

●都道府県議会議員研究交流大会
　（パネリスト）

●コロナウイルス
　関連要望調査
　（リモート）

●小倉山４号トンネル築造工事
　安全祈願祭
●中小企業団体中央会要望

●12月定例会(11/25～12/8)
●いわて政治塾（第5回）
●新型コロナウイルス関連中央要望
●商工建設委員会県内調査
●親子県議会教室
●ILC意見交換会

川村しんこうの主な活動報告（令和2年8月～12月）
8月 9月

10月

11月

12月

　
県
で
は
こ
れ
ま
で
、ト
ラ
ク
タ
等
の
自
動
操
舵
や
、

施
設
野
菜
の
高
度
環
境
制
御
技
術
、ド
ロ
ー
ン
で
の
病

害
虫
防
除
等
、スマ
ー
ト
農
業
技
術
の
普
及
を
進
め
て

お
り
、本
年
度
は
県
北
地
域
で
の
普
及
を
目
指
し
、中

山
間
地
や
傾
斜
地
で
も
活
用
で
き
る
よ
う
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
を

高
精
度
で
利
用
で
き
る
基
地
局
を
設
置
し
ト
ラ
ク
タ
の

自
動
操
舵
の
実
証
な
ど
の
取
組
を
進
め
てい
る
。

　
ま
た
、前
出
の「
ワ
グ
リ
」の
デ
ー
タベー
ス
を
充
実
・

強
化
し
有
効
活
用
す
る
た
め
、土
壌
デ
ー
タ
や
スマー
ト

農
業
技
術
の
実
証
デ
ー
タ
等
の
提
供
を
進
め
て
お
り
、

今
後
と
も
国
と
連
携
し
な
が
ら
、スマ
ー
ト
農
業
技
術

や
、様
々
な
農
業
デ
ー
タ
を
共
有
・
活
用
し
た
生
産
性

の
高
い
魅
力
あ
る
農
業
の
実
現
に
向
け
、積
極
的
に
取

り
組
ん
でい
く
。

い
わ
て
花
巻
空
港
の
羽
田
線
就
航
の
実
現
に

向
け
て
、
県
は
本
当
に
力
を
注
い
で
い
る
の

か
現
状
と
取
組
状
況
を
伺
う

【
知
事
】

　
羽
田
線
は
、国
内
外
と
の
ア
ク
セ
ス
の
向
上

や
イ
ンバ
ウ
ン
ド
の
誘
客
拡
大
、Ｉ
Ｌ
Ｃ
実
現
を
見
据
え

た
う
え
で
も
重
要
な
路
線
で
あ
る
と
認
識
。

　
航
空
会
社
に
対
し
て
は
毎
年
、羽
田
線
の
開
設
を
要

望
し
て
き
て
お
り
、昨
年
度
に
は
羽
田
発
着
に
つい
て
具

体
的
に
検
討
を
行
っ
た
が
、新
幹
線
と
の
競
合
に
よ
る

航
空
需
要
の
見
通
し
や
羽
田
空
港
の
発
着
枠
の
確
保

な
ど
が
改
め
て
課
題
と
さ
れ
た
。早
期
の
就
航
の
見
通

し
は
厳
し
い
状
況
だ
が
、定
期
的
な
意
見
交
換
や
、人

事
交
流
な
ど
で
関
係
強
化
も
進
め
な
が
ら
、引
き
続
き

航
空
会
社への
要
望
を
行
ってい
く
。

　
現
在
、新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

航
空
需
要
が
大
き
く
落
ち
込
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、県

と
し
て
は
、ま
ず
は
既
存
路
線
の
需
要
回
復
に
向
け
利

用
促
進
の
取
組
を
進
め
てい
る
。

　
そ
の
他
、以
下
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
と
対
策
に
つ

い
て

・
県
内
中
小
企
業
の
経
営
状
況
と
そ
の
対
応
に
つい
て

・
農
林
水
産
業への
影
響
と
対
応
に
つい
て

農
業
振
興
に
つ
い
て

・
水
田
基
盤
整
備
の
今
後
に
つい
て

・
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
に
つい
て

道
路
整
備
に
つ
い
て

・
主
要
地
方
道
花
巻
大
曲
線
小
倉
山
の
２
工
区
の
進

A Q

A Q

AA QQ

REPORT

04
い
わ
て
花
巻
空
港
の

羽
田
線
に
つ
い
て

第４分科会　テーマ『住民との関係強化』にて、パネリストとして参加しました。

これまでの岩手県議会の県民との意見交換会の
歩みについて紹介。
・  岩手県議会基本条例に基づく広聴広報会議の設置
・  「本音で語ろう県議会」の開催
・  「本音で語ろう県議会」の課題
・  県民との意見交換の場の見直し
・  「県民と県議会との意見交換会」の開催
・  過去３年間の開催状況
・  寄せられた意見・提言の取り扱い

岩手県議会による住民参加の取組
‒県民と県議会との意見交換会‒発表テーマ

第20回 都道府県議会議員研究交流会
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